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有機酸による劣化状況（喫水線に沿った塗膜剥がれ）
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防菌剤混和したコンクリート製品
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優れた耐硫酸性能と作業性
エレホン・化成工業

エコロガード工法

人孔防食の例

高耐硫酸モルタルでモルタルライニング防食
全国上下水道エポキシ工事業協会

耐用年数年のシートライニング工法
ＪＥＲコンクリート補改修協会

施設稼働停止時間を最小限に抑える塗布型ライニング工法
エコロガード工法協会
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　当協会は、上下水道施設防食工事
を施工する専門工事業者、原料であ
るエポキシ樹脂、アミン硬化剤のメ
ーカー、防食塗料を製造するエポキ
シ配合樹脂メーカーの会員で構成し
ており、常温硬化型エポキシ樹脂塗
料を使用した上下水道コンクリート
施設防食に携わっております。
　活動内容は、業務委員会と技術委
員会を設置し、大学・官公庁との共
同研究、メーカー会員は材料の技術
開発、施工会員は施工技術の開発を
メインに活動を行っています。工事
の施工管理においても、プライベー
トライセンス講習会とコンクリート
防食管理専門技術者の認定を、東京
をはじめ数カ所で毎年実施していま
す。
　近年の技術動向としては、し尿処
理場・ビルピット・バイオマス施設等
の食品や廃液等による有機酸の作用

するコンクリート水槽にも、下水仕
様の工法を適用して供用後、短期間
で防食被覆層の軟化・はがれ等の不
具合が近年多く見られることから、
東京工業大学の久保内昌敏教授と連
携し、エポキシ樹
脂の有機酸に対す
る腐食劣化のメカ
ニズムと寿命予測
の研究を進めてき
ました。最新の研
究では、防食塗料
に侵入した有機酸
の侵入深さを、ア
ルカリ処理により
訂正できる研究成
果を得ています。
　今後は、エポキ
シ樹脂中へ侵入し
た有機酸侵入深さ
の測定方法を、よ

り精度の高い試験方法とするため研
究を進めています。また、実環境の
排水調査や、使用されている防食材
料の腐食劣化状況調査などを実施
し、研究成果をより精度の高いもの
にしたいと考えております。

　下水道普及率の向上に伴い、老朽
化施設が急増し、稼働中の施設で補
修を行う際には、高湿度環境や下地
コンクリートの湿潤環境下での施工
となるため従来の塗布型ライニング
工法での対応は困難であり、現在で
は腐食環境にかかわらず高湿度環境
や下地が湿潤環境での施工可能なシ
ートライニング工法や耐硫酸のモル
タルライニング工法が用いられてい
る。
　稼働中の施設補修における防食被
覆グレードを腐食環境に対応させる
ためには高湿度環境下で施工可能な
防食技術が求められる。
　シートライニング工法に分類され
る「ジックボード工法」は、工場で
完全硬化させた高耐久性のビニルエ
ステル樹脂ＦＲＰ板の裏面に立体ク
ロスを一体成型した複層成型板（ジ
ックボード）を用いることにより、

防食被覆工法に求められる「遮断性」
「耐硫酸性」「接着安定性」を併せ
持った工法である。また、ジックボ
ード工法は厳しい腐食環境下でも竣
工時の要求性能を年間維持でき、
高湿度環境下の施工でも、防食被覆
層の品質性能に影響を受けない。ジ
ックボードとコンクリート躯体の隙
間に充填される無機質系グラウト材
とジックボード裏面の立体クロスが
強固に絡み合い、対象コンクリート
躯体の吸水状態に左右されずに良好
な接着性を有しており、ジックボー
ド全面でコンクリート躯体と一体化
する。目地・入隅・出隅部の処理は、
耐酸性シール材とビニルエステル樹
脂ＦＲＰ製の成型目地を適用してい
る。処理場施設の角形構造だけでな
く、マンホールや管きょ等の円形形
状に対しての施工も可能である。ジ
ックボード工法は、日本下水道新技

術機構より、建設技術審査証明を取
得している。また日本下水道事業団
の防食技術マニュアルのシートライ
ニング工法の品質規格に適合してお
り、腐食が極度に見られる腐食環境
で、点検・補修・改築が困難な施設
での実績を多数有している。
　防食被覆工法の耐用年数を年に
することができるジックボード工法
が、下水道施設の長寿命化とライフ
サイクルコストの低減に寄与するこ
とができれば幸いである。

　◇技術の概要＝ビックリート（防
菌コンクリート）とは、硫化水素を
硫酸に変えるイオウ酸化細菌および
鉄酸化細菌の活動を阻害する防菌剤
（ビック剤）を混和したコンクリー
トである。

　このビック剤をコンクリートに適
正に混和することにより、下水道施
設に使用するコンクリートのイオウ
酸化細菌、および鉄酸化細菌による
硫酸劣化を抑制することができる。
　ビック剤は、セメント重量に対し

て混和率が１
％（コンクリ
ート二次製品
で４㎏／㎥）
になるように
調整してい
る。
　◇ビックリ
ートの特徴＝
▽平均硫化水
素濃度ｐｐ
ｍ以下でコン
クリートの標
準的な耐用年
数年を確保

できる▽平均硫化水素濃度ｐｐｍ
以下で従来のコンクリートに対し腐
食の進行が４分の１程度になる▽イ
オウ酸化細菌、鉄酸化細菌のみに選
択的に作用し、他の有益な微生物や
環境に及ぼす影響が無視できる▽ビ
ック剤は化学的に安定した鉱物質を
主成分としているため、ビックリー
トの性状は通常コンクリートと変わ
らない。ビック剤はコンクリート用
混和剤と同等に取り扱える。
　◇公的認定＝建設技術審査証明
（日本下水道新技術機構、．～）
および下水道用資器材Ⅱ類登録（日
本下水道協会、．～）を取得。
　◇実績＝．～．の１年
間の出荷量はｔ。これまでのビ
ックリート出荷累計は万ｔ。
　◇健全性の追跡調査＝日本全国に
設置したビックリート製品の追跡調
査を年より５年ごとに実施し、
ビックリートの健全性を確認してい
る。

　当社では下水処理施設の改修工事
における劣化部の断面修復材に業界
としてはいち早く年程前から取り
組み、当初は劣化の激しい気層部、
特に天井面に効率よく塗り付け可能
なポリマーセメントモルタルを開発
し多くの実績を積んでまいりまし
た。その後、さらに平成年４月に
耐硫酸性断面修復モルタル「アシド
バリアＡＤ－２」を、平成年４月
には耐硫酸性素地調整材「アシドバ
リアＡＤ－１」の販売を開始し、そ
れ以降も各地の下水道処理施設で使
用されています。
　下水道処理施設は、気相部へ拡散
された硫化水素が硫黄酸化細菌によ
り硫酸となり腐食が進行するため、
液相部よりも気液界面や天井部が著
しく腐食される傾向があります。こ
のような部位に使用される断面修復
材の要求性能としては、日本下水道
事業団や自治体が設定した耐硫酸性
を含む品質規格に適合すること以外
に、腐食が著しく、厚塗りが必要な
部位での施工性や付着性および作業
効率を高めるための速硬性が挙げら
れます。
　当社の断面修復材は、アルミナセ
メントを結合材とし、付着性を高め
るために高分子エマルジョンを配合
したポリマーセメントモルタルであ

りますが、独自の施工性改善技術に
より、ポリマーセメントに特有なコ
テ塗り時のベタツキを無くすととも
に、ダレを抑制しているため天井面
での塗付けや壁面での厚塗りが容易
に行えます。また速硬性を持たせて
いるため、修復深さが厚く、厚塗り
が必要な部位でも２時間程度の塗り
置き時間で次層の施工が可能であり
ます。改修工事をできるだけ早く行
うことが要求される処理施設では、

当社の速硬性断面修復材や素地調整
剤を使用することにより、工期短縮
が可能になります。
　【施工実績例】▽宮城県＝仙塩浄
化センター▽埼玉県＝中川流域下水
道中央幹線▽千葉県＝出州ポンプ場
▽東京都＝北多摩一号水再生センタ
ー▽山梨県＝菅野ポンプ場▽愛知県
＝知多市南部浄化センター▽大阪府
＝大阪市中浜下水処理場▽岡山県＝
倉敷市児島下水処理場▽福岡県＝御
笠川浄化センター▽沖縄県＝ハンセ
ン汚水処理施設

　エコロガード工法は、コンクリー
ト腐食により劣化した既設構造物に
防食被覆材を塗布することで、コン
クリートの表面を被覆防護して、腐
食の進行を防止する塗布型ライニン
グ工法です。
　使用する防食材料は上面からトッ
プコート、防食被覆材（上塗り）、
防食被覆材（下塗り）で構成されてい
ます。防食被覆材は極めて高い耐硫
酸性・耐有機酸性を持つエポキシ樹
脂を主材とし、粒度調整された汚泥
焼却灰「スーパーアッシュ」を充填材
（フィラー）として活用しています。
　施工は、塗布面の劣化部をＭ
Ｐａ以上の超高圧ジェット水により
除去し、中性化深さの確認後、下地調
整をした上に防食被覆材を塗布し、
トップコートで仕上げます。本工法
は、塗布型施工のために型枠・支保
工や特殊な機材を必要とせず、マン
ホールのような狭小な空間や曲線部
における作業性にも優れており、防
食被覆の弱点となりやすい足掛金物
周辺や躯体の出隅・入隅部分、スラ
ブ下面等の施工も確実に施工できま
す。さらに、従来の工法と比較して
養生時間が短くて済み、塗布後短時
間で流水を可能とし、施設の稼働停
止時間を最小限に抑えることができ
ます。また、高湿潤条件下において

も施工が可能で確実な品質が得られ
ております。
　本工法は、日本下水道事業団「防
食技術マニュアル」塗布型ライニン
グ工法のＣ種・Ｄ種の品質規格に適
合しており、令和３年３月に日本下
水道新技術機構の審査証明を取得し
ています。また、平成年３月に東
京都下水道局の技術認定を受けてお
り、令和３年度末までにカ所を
超えるマンホールの施工実績を有し
ております。
　エコロガー
ド工法協会で
は本工法のほ
かに、防食被
覆工と断面修
復工を同時施
工できる「エ
コロガードＴ
Ｍ工法」（モ
ルタルライニ
ング工法）を
開発しており
ます。また、
マンホールの
更生工法とし
て「エコロガ
ード工法ハイ
ブリット」を
保有し、腐食

により劣化が進み耐荷・耐震強度が
低下したマンホールの更生を行って
おります。当技術は令和３年４月に、
下水道腐食環境下において年以上
の耐硫酸性、耐薬品性、耐劣化性お
よび耐震性を有することが日本下水
道新技術機構で審査証明されており
ます。
　エコロガード工法協会は、下水道
コンクリート構造物の改築・修繕事
業の増大に対し、これらの工法を適
用することで，下水道施設の長寿命
化に大きく貢献してまいります。


